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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・晴山　美智子様～５/５、９：００～５/６、１７：００まで外泊となっています。

· 畑山　和光様～５/６採血予定です。（５/１４退院予定の為）退院療養計画検討会議を

　　　　　　　　　５/９（月）に行います。

· 布施　邦雄様～本人希望によりベッド移動しています。（現在、暖房機の側の為スペー　　　　　　　スが狭いと感じている様子の為）

· 蛯名　豊美様～５/２～飲水回数のチェックを行っていましたが、1日の飲水回数が68　　　　　　　回となっています。体重変動も５/４、7：00、62,0kg→20：30、68kg　　　　　　　と変化認められています。本人へ指摘していますが、多量に飲水してい　　　　　　　る事への自覚に欠けている様子が伺えます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本日よりペットボトルを使用し、1日４回（７時、１１時、１６時、20　　　　　　　時半）と体重測定（７時、20時半）を行い、飲水管理を実施します。　　　　　　　　コップ預かりとし、服薬時のみ使用する事とし、本人了解としています。　　　　　　　浮腫の状況や、隠れ飲水の有無に留意しながら経過観察していきましょ　　　　　　　う。

· SSTの研修会を庶務管理室前のホワイトボードに掲示しております。是非参加して下さい。

　　　　　　　　　

＜作業報告・検討＞

· 濱谷　正志様～作業では、多弁ぎみで大声での独語、まとまりのない発言多く聞かれて

います。周囲への干渉は見られますがトラブルには至っておらず性的逸脱言動も見られません。作業ではロジックをしていますが、継続して出来ているので集中する事で気分の安定化を計り、過干渉・迷惑行為・周囲とのトラブルに至らないよう適宜声掛けを行っていきます。

・長谷川　陽一様～外出の次の日、ＯＴスタッフに『公務員になりたいから学校へ行く』と話してくる事あり。その事に対して、年齢的に受験の対象ではないこと伝えていますが本人は『学校の人に話してなんとかしてもらう』と現実的とはいえない発言聞かれています。

　　　　　　　　　現在、今後への焦りが強い様子が伺えますので今出来る事を援助しながら現実的に物事を捉えていけるように関わっていきましょう。又

　　　　　　　　　周囲と円滑な対人関係を持つことの必要性についての認識に欠けていると思われますので、トラブルに至る事のないよう関わっていきましょう。

・曽我　正子様～作業内容にムラがでてきております。マンツーマンでの関わりがないと

　　　　　　　　作業を進めていく事が困難な状態です。干渉・トラブルは見られません

。現在、手芸を行なっていますが説明した内容と同じように行なって

もスタッフが付き添わないと勝手に糸をほどいてしまうなどの、まと

まりのない行動見られています。

　　　　　　　　スタッフが付き添って作業を行っていく事で、現実に目を向け、状態

安定へとつなげていきます。

・岩崎　誠一様～作業に参加されて1ヶ月半ぐらい経ちますが、集中力のなさあり、長い間

　　　　　　　　席についている事ができず、席を立ち窓の外を見ているという事多く

見られています。家族より何か趣味を持って欲しいとの希望があり

さまざまな作業を取り組んできましたが、どれも長続きしない状態です。

　　　　　　　　本人は集中力・持続力を欠いている事は自覚している様子ですが

「少しずつ改善していけばいいから。」と話しています。作業導入時

は『集中力をつけていく事』を目標にして、本人にも伝えています

が、現在のところ改善は認められません。

　　　　　　　　今後として、作業量（進度）又は必ず30分は席について作業する

など、着席時間を決めるなど枠組みを本人と話し合い、目標の再設

定を行っていく予定です。

· 吉田　光良様～先週は睡意が強い様子見られていますが、時間を決めて取り組む事が出　　　　　　　来ています。周囲とのトラブル等は見られません。現在の作業状況を保　　　　　　　つことが出来るよう援助していきます。

＜措置入院患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・出河　攻様～体重管理では運動は熱心にされ、間食も意識されており体重が82,5kgから

　　　　　　　80kgに減少しています。継続して取り組んでいる事は評価していきま

しょう。

　　　　　　　現在、自己服薬管理はきちんと行う事できていますが、目的については、認識に欠ける部分があります。

　　　　　　　退院について気にかけている様子見られているので、何故入院しているのかを振り返り、自分の病気や症状について、認識を深めて頂くよう関わっていきましょう。

≪院長担当患者様ＮＣＰ評価≫

・岩崎　誠一様～５/１外泊から帰院後、疲労感、表情の冴えなさ伺えるが本人は「何ともないです」と話しています。本日は自室で臥床されており、服薬声掛け要しています。やや抑うつ傾向と考えられます。

　　　　　　　　又、外泊時にご家族の促しで、買い物や犬の散歩を行っているとの情報

　　　　　　　　あります。又息子様と上手く距離を取れずにいることにより、身体的、精神的疲労が蓄積しているとも考えられます。

　　　　　　　　次回、外泊帰院後の疲労感の程度を把握していきましょう。

　　　　　　　　疲労感の程度によって過度の負担をかける事のない様に、外泊時の過ご

　　　　　　　　し方について関わっていくようにしましょう。

・晴山　美智子様～今回の入院目的についての認識に欠ける様子が伺えます。

　　　　　　　　　本日外泊にて、摂取した食品を記載してくるよう、本人、ご家族に説

　　　　　　　　　明しています。

　　　　　　　　　帰院後の体重変動の推移を把握していきましょう。又、継続して体重

　　　　　　　　　管理及び食事管理の必要性についての認識を深める事が出来るように

　　　　　　　　　関わっていきましょう。













